
一酸化炭素警報器の使い方は？

簡単な使い方をお楽しみください - - まず、一酸化炭素警報器を作動させる必要があります。次に、右のビデオを見て、一酸化炭素警報器の操作方法を説明します。

タイプ スタンドアロン 動作環境 湿度：10℃～55℃

一酸化炭素警報応答時間
>50 PPM: 60-90 Minutes
>100 PPM: 10-40 Minutes
>100 PPM: 10-40 Minutes

相対湿度 <95% 結露なし

供給電圧 DC3.0V (1.5V 単三電池*2本) 大気圧 86kPa～106kPa（屋内用タイプ）
バッテリー容量 約2900mAh サンプリング方法 自然拡散
バッテリーの電圧が低い ≤2.6V 方法 音、光アラーム
待機電流 ≤20uA アラーム音量 ≥85dB (3m)
警報電流 ≤50mA センサー 電気化学センサー
標準 EN50291-1:2018 最大寿命 3年



ガスを検知しました 一酸化炭素(CO) 重さ ≤145g

一酸化炭素警報器（CO警報器）は、高品質の電気化学センサーを使用し、高度な電子技術と洗練された技術を組み合わせて、安定した動作、長寿命などの利点を備えています。天井や壁掛
けなどの設置方法に設置でき、設置が簡単で使いやすい。一酸化炭素ガスが存在する場合、一酸化炭素ガスの濃度が警報設定値に達すると、警報器は可聴および視覚的な警報信号を発し、火
災、爆発、窒息などの発生を効果的に回避するための効果的な措置を迅速に講じるよう注意を促します。死やその他の悪性腫瘍。

一酸化炭素（CO）は、味、色、匂いがない非常に有毒なガスであるため、人間の感覚で感知するのは非常に困難です。 CO は毎年数百人を殺し、さらに多くの人を負傷させます。血液
中のヘモグロビンと結合し、体内を循環する酸素の量を減少させます。高濃度の CO は数分で死亡する可能性があります。

CO は、次のような燃焼状態の悪い機器によって発生します。
• 薪ストーブ
• ガスボイラーおよびガスヒーター
• 石油および石炭燃焼器具
• 煙道と煙突の詰まり
• 自動車ガレージからの廃ガス
• バーベキュー



情報LCD

LCD 画面にはカウントダウンが表示されますが、現時点ではアラームには検出機能がありません。 120 秒後、アラームは通常の監視状態になり、自己検査後、LCD 画面は表示状
態のままになります。空気中の測定ガスの測定値が50ppmより大きい場合、LCDには環境中の測定ガスの濃度がリアルタイムで表示されます。



LEDライトプロンプト

緑色の電源インジケーター。56 秒ごとに点滅し、アラームが作動していることを示します。赤いアラームインジケーター。警報状態になると、赤色の警報表示灯が高速点滅し、同時にブザー
が鳴ります。黄色のアラームインジケーター。黄色のライトが 56 秒ごとに点滅し、音が鳴る場合は、電圧が 2.6V 未満であることを意味しており、ユーザーは新しい単 3 形
1.5V 電池を 2 本購入する必要があります。



3 年間のバッテリー
（アルカリ電池）

この一酸化炭素警報器は 2 本の LR6 単三電池で動作し、追加の配線は必要ありません。警報器はテスト、操作、電池交換が簡単な場所に設置してください。

注意: ユーザーの安全のため、電池なしでは CO 警報器を取り付けることはできません。電池を交換するときは、アラームが正常であることを確認するテストを行ってください。機能して
います。








